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「ワッシーくん」

「コクガン」7月酒田市　撮影：齋藤修

 

バードウォッチングへの誘い㉞　野鳥と絵画②

蜂蜜の森から⑭「牧羊神パーンの葦笛」

 

 

 







 

 
  

 

 

 

 

 

 

 　豪雨被害、台風の接近などまさに我慢が続いた今年の夏～秋シーズン。山形県ではブナの実の凶作も影響し、市街地までにも連

日ツキノワグマが出没している状況です。ラニーニャ現象の発生もあり、冬も気を抜くことができません。各地の自然情報を

moukin@raptor-c.comまでお寄せください。

2020/7/30　「カオジロトンボ」　秋田県

シオカラトンボ、ノシメトンボ、マイコアカネ奥

深きトンボの和名の中で、どストレートに

「顔白」。「公家トンボ」とかひねると認知度

が上がったかも？（分布領域の問題です）

撮影：たっちん様

2020/8/4　「メスグロヒョウモン」　鶴岡市

名前の通りメスのみが黒っぽい色をしたヒョ

ウモンチョウ。奥をとぶ「別種か？」と見まご

うばかりのオレンジが鮮やかなチョウが、オス

のメスグロヒョウモン。オスなのにメスグロヒョ

ウモンと呼ぶことに若干抵抗あります。

撮影：たっちん様

2020/8/4　「カワセミ」　鶴岡市

周囲がからからに乾燥しているからでしょう

か、翡翠色が岩に映えますね。暑いから川

でひと風呂浴びますか！？

撮影：たっちん様

2020/7/24　「ササゴイ」　鶴岡市

市の中心部にある鶴岡公園では、コロナ

禍の中人知れずササゴイの幼鳥がすくすく

と育っていました。

撮影：なおちゃん

2020/9/8　「コウノトリ（3羽）」　酒田市

今年の春に兵庫県と福井県で生まれたヤ

ングな子たちのようです。エサの少なそうな用

水路を大きなくちばしでつつきながら歩いて

いたそうです。手前のアオサギが「見ねぇ顔

だな・・・」撮影：渡会様

2020/8/13　「ヤマナメクジ」　酒田市

思わず何かの糞かなと大変失礼な感想を

持ってしまったこと、深くお詫び申し上げま

す。10㎝は超えていると思われるこのナメク

ジは、翌日にはいなくなっていました。食べ

られた？

撮影：本間憲一

2020/7/3　「ハチクマ」　遊佐町

絶賛子育て中のハチクマ！地面に降り

立っているという事は・・・そこにきっとご馳走

があったに違いない？

撮影：渡会様

全国の動物情報コーナー

2020/7/3　「ハイタカ」鶴岡市

ここはオオタカの生息する池が見下ろせる立

ち枯れの木。なわばりに入っていることがば

れないうちにそーっと立ち去ったようです。オ

オタカチャレンジというやつかもしれません。

撮影：清原純哉様

2020/9/22　「キタヤナギムシクイ」　酒田市

酒田市の離島、飛島の9～10月は秋の渡

りのシーズン。多くの小鳥や猛禽類たちが中

継地として訪れます。

撮影：とし様



○「夏休み体験プログラム」

 

　8月1日（土）～16日（日）「夏休み体験プログラム」を開催しま

した。

　今年は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予約制と

し、体験会場で人が密にならないようにエリアを分けて開催しま

した。

　学校の夏休み期間も例年に比べると短かったようで、主に地

元の小学生たちが利用してくれたようです。7月より有料義務化

となったレジ袋の影響もあってか、エコバッグ作りがとても人気

でした。サーモンフライ小物作りは、フライフィッシングで使う

「毛鉤」をアクセサリーにしようというもので、野鳥の羽を使って、

「フライ＝虫」に似せた毛鉤をストラップやピンブローチにしまし

た。フライタイイングで実際に使う道具を使って、英国紳士に

なったつもりで体験してもらいました。

　来場してくれた皆さんありがとうございました。

イベント開催報告

○「シルバーウィーククラフト体験教室」
 

　9月19日（土）～22日（火・祝）シルバーウィーククラフト体験教

室を開催しました。

　秋の4連休を利用して自然素材を使ったクラフト体験をしてい

ただこうということで、夏に人気のあった「ハンドクリーム」と「エコ

バッグ」を作ってもらいました。ハンドクリーム作りではエッセン

シャルオイルの香りをブレンドして楽しんでいただいたり、エコ

バッグ作りでは夏とは違う季節の進んだ時期の葉っぱを利用し

た雰囲気のあるバッグを作ることができたと思います。

　来場してくれた皆さんありがとうございました。

○「イヌワシと猛禽類の秋の渡りを見よう！」
　9月12日（土）観察会「イヌワシと猛禽類の秋の渡りを見よう！」

を開催しました。

　講師は野鳥講師として猛禽類保護ネットワークの伊藤智樹さ

んと、ジオパーク講師として認定ジオパークガイドの五十嵐和

一さんに解説していただきました。

　当日は東の風が強く、観察にはシビアなコンディションとなり

ましたが、開始早々猛禽類の飛翔が確認できたことで参加者

のボルテージも一気に上がります。伊藤さんからはなぜ猛禽類

が渡りをするかや、鳥海山でのイヌワシの保護の歴史について

も解説していただきました。強風の影響もあってか、全体的な

渡りのカウント数は多くありませんでしたが、目の前を飛翔して

くれた猛禽類もいました。ジオパークについても五十嵐ガイドよ

り面白おかしくお話をしていただき、参加者もその話術に引き

込まれていました。鳥海山の成り立ちや、各ジオサイトにも興味

を持っていただけたようです。この観察会は鳥海山・飛島ジオ

パーク推進協議会との共催で開催しました。この特異な環境

が、イヌワシをはじめとする猛禽類たちにとって大変重要で欠

かすことのできないことを理解していただけたのではないかと思

います。参加してくれた皆さんありがとうございました。

この日見られた鳥：ハチクマ（11羽）、ハイタカ属（2羽）、

ハヤブサ（1羽）、トビ（1羽）、ミサゴ（2羽）、イヌワシ（2羽）、

ノスリ（1羽）、アマツバメ、イワツバメ、ツバメ、ウグイス、

ホシガラス　計12種（猛禽類7種）

　

目の前を通過した「ハチクマ」



 

 

 

編集後記＆施設情報

http://www.raptor-c.com/

 

12月より毎週火、年末年始休館日

猛禽類保護センター

Vol,36 秋号

10月～12月の開館情報
今年秋の鳥海山、本当に木の

実が少ないと感じます。昨年ま

でセンター周辺もアケビや山葡

萄、ブナの実など多かったので

すが、今年の少なさといった

ら・・・あくまでもセンター周辺に

限ってですが・・・（本）

蜂蜜の森から

希少種保護増殖等専門員
食欲の秋☆私の血液が天

然キノコ（マイタケ、ブナハ

リ、ナメコなど）山栗、川ガニ

を欲しています！！芋煮も

サイコー♪（長）

 

　山形県朝日町で蜜ろうそくの制作を通して、自然のすばらしさを伝えている安藤竜二さんによるコラムのコー

ナー第15回目です。蜂蜜の森を通して私たちが暮らす環境を見つめなおしてみませんか？

第15回「牧羊神パーンの葦笛」
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　初めて蜜ろうを使ったのは、ギリシア神話の牧羊神

パーンだといわれています。醜男のパーンはシュー

リンクスという美しいニンフ（妖精）を見初めていて、

たまたま森の小道で出会ったときに言い寄ろうと近づ

きました。怯えたシューリンクスは風のように逃げ出

し、ラドーン川に飛び込み、川に棲むニンフたちに

「私の姿を変えて、パーンの魔手から守ってくださ

い」と頼みました。パーンがシューリンクスをとらえたと

思った瞬間、彼女は葦の葉に変身してしまいました。

　パーンはその葦の葉を何本か切り取り、それを蜜ろ

うで付け合わせて笛をつくり、シューリンクスと名付

け、いつも持ち歩き吹き鳴らしていたそうです。

　長さの違う管を束ねて作る笛のことを「パンパイプ」

と呼ぶのはパーンの名前が由来だったのです。

　本当に蜜ろうで固定できるかを試してみました。溶

かした蜜ろうは、熱いうちに付けるとしっかりくっつ

き、ぬるいと剥がれる性質があります。葦は想像以上

 

        

https://www.facebook.com/Raptoreagleraptor

うちのスタッフが今までに

撮りためた猛禽類の写真

を紹介するコーナーを設

置しました。見に来てくだ

さい！（澤）

にしっかりと固定され、振り回しても外れることはあ

りません。それどころか、手で強引に外そうとしても

剥がれませんでした。

　葦が細いためか、作りが雑なせいかかすれてい

い音色は出ませんでした。でもなんだか思いを伝

えられなかったパーンの寂しさは十分伝わってき

た気がしました。
 

 

 

 

 

 

 

           

安藤竜二（あんどう りゅうじ）

1964年生まれ。養蜂を学んだ後1988年

に、日本ではじめての蜜ロウソク製造

に着手。ハチ蜜の森キャンドル代表。

NPO法人朝日町エコミュージアム協会　

副理事長。アシナガバチ畑移住プロ

ジェクト主宰。編著『朝日岳山麓養蜂

の営み』（朝日町エコミュージアム研

究会発行）

 

 

 

 

事務局
クマ10頭捕獲（10/5

現在）、イノシシの被

害もあり、収穫の秋は

危険な秋？（後）

 

熱したナイフで蜜ろうを溶かし接着する 完成した葦笛「パンパイプ」


